
  

 
 

 

 

 

 

 
 

  
 

  

  

  
  

 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

■７月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

          1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31             

  は休館日です 
  

夏休み期間中は月曜日も開館します。 
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■講座・講演会・ミニ展示

■ 
 

 

◎文書館講演会 

「真田信繁と大谷吉継、そして越前松平家」 
日時：７月３０日(土) １４：００～１５：３０  

講師：黒田 基樹 氏（駿河台大学法学部教授、 

NHK 大河ドラマ『真田丸』時代考証担当） 

会場：福井県立図書館多目的ホール 

定員：２００名 ※事前の申し込みが必要です。 

大河ドラマ「真田丸」の主人公・真田信繁は、敦賀

城主大谷吉継の娘婿でした。また信繁最後の戦いとな

った大坂夏の陣で信繁が衝突したのは越前松平勢でし

た。講演では、信繁の人生と深い関わりをもった越前

との関係について取り上げます。 

◎関連ミニ展示「大坂の陣の越前勢 

～「難波冬夏軍記」から～」 

期間：７月１５日(金)～７月３０日(土) 

会場：文書館閲覧室 

 

*いずれも福井ライフ・アカデミー連携講座です 

*電話・FAX・メールにてお申し込みください。

定員に達し次第申込みを締め切ります。 

電話（0776）33-8890  

FAX（0776）33-8891  

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

■ご利用案内■ 

開館時間 午前９時から午後５時まで 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 

■郷土新聞関連■ 
 

 
◎郷土新聞づくりポイント講座 

日時：７月２３日(土) １４：００～１６：００  

講師：徳島 泰彦 氏 

（福井新聞社ＮＩＥコーディネーター） 

   文書館職員 

会場：福井県立図書館多目的ホール 

☆テーマの決め方や資料の探し方、見出しや 

レイアウトのポイントなどを説明します。 

＊参加希望の中学生のみなさんは、社会科の先

生に申し込んでください。 

◎郷土新聞入賞作品展示 

期間：７月１６日(土)～８月３１日(月) 

会場：文書館閲覧室 

 昨年の福井県中学生郷土新聞コンクールの 

入賞作品５点を展示しています。       

☆この期間、文書館では郷土新聞づくりのアド

バイスも行っています。 

■―絵手紙体験―■

■ 
 

現在行っている月替展示「時代をうつす 10 人

の手紙」に関連して、「絵手紙体験」コーナーを

設置します。絵の具や色鉛筆などで自由に描いて

みてください。 

期 間：７月１６日(土) ～ 

８月２４日(水) 

会 場：文書館閲覧室    

※申込み不要です。(無料です。) 

～夏休みの行事案内～ 
 

 

◎フィアラ先生の世界をつなぐゼミナール 

『平家物語』の異本を読む 

第２回 重盛と俊寛の悲劇 

日時：７月２３日（土） 

13:30～15:00 

講師：カレル・フィアラ 

（文書館副館長・福井県立大学名誉教授） 

会場：文書館研修室   

定員：40 名 *事前の申込みが必要です。 

*『平家物語 上』佐藤謙三 校注（角川ソフィア文庫）

を用意して、受講してください。 

 



 

 
 
 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 
日 月 火 水 木 金 土 

         1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

  は休館日です 
  

■今月の展示■ 

 直筆の手紙はその筆跡によって、書き手の人となりを伝えていま

す。また、昔の手紙は、史書をひもとくよりも端的に歴史を語ってい

るものもあります。 

 展示では、戦国時代から現代にかけての家族、友、恋人の手紙や明

治期の清書帳、一筆啓上賞の優秀作品などを紹介します。 

弟に藩主としての心

得を書いたんじゃ。

その書状がこんなと

ころにも！ 
（注）写しです。 

文書館非公式キャラクター 
しゅんがくん（松平春嶽） 

 
 


